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■

■

生涯学習講座アンケート調査により、全ての講座において講師が丁寧に教え、対応したため、受講生からは大変良かっ
たとの声が多かった。また、自分の意思で参加した受講者が93％を占めるなど、生涯学習に対する意識は高い水準を
保っている。今後も講師との打合せを密に行い、アンケート調査を参考に満足のいく講座となるよう努めていく。
市立図書館は、新型コロナウイルス感染症の拡大防止の観点から、4月から5月までを休館とした。休館中は予約資料の
貸出など一部サービスに限定したが、多くの利用があった。再開した6月以降は、新型コロナウイルス感染症の拡大防
止対策を講じた上で開館したため、前年度より入館者数は減少したものの、「図書館で本を借り、家で読む」という利
用スタイルが定着し、貸出人数は対前年度比△11.6％と来館者数と比較するとそれほど減少しなかった。

Ⅴ 施策の評価と今後の方向性

■

■

■

■

今後も市民ニーズの変化を的確に捉えて、生涯学習講座のコース設定等に努めていく。市民に知識や技術を伝えたい個
人や団体に登録いただく「生涯学習人材バンク」の登録者は微増しており、引き続き生涯学習を担う地域人材の発掘や
活用に取り組んでいく。また、「生涯学習人材バンク」の活用件数が少ないため、生涯学習講座などの機会を捉えて周
知に努める。
市立図書館の管理・運営については、指定管理者においてこれまでの実績等を踏まえながら、更なる図書館サービスの
向上に努めていく。
公民館を含む社会教育施設について、公共施設等総合管理計画に基づく公共施設マネジメントの推進とあわせて、民間
活力の活用についても検討していく。
令和3年度から、絵本を介して、子どもと保護者がこころふれあうひとときを持ち、また、幼少期からの読書習慣付けの
きっかけをつくるため、子どもが生まれた家庭に絵本を配布するブックスタート事業を実施する。

図書館の来館者数 194,403人
（平成30年度）

200,000人
（令和6年度）

194,403人
（平成30年度）

180,434人
（令和元年度）

98,279人
（令和2年度）

－ 図書館の蔵書数（冊）
図書館で開催する各種イベントの参加
者数（人）

生涯学習講座の参加者満足度 97.9％
（平成30年度）

→
（令和6年度）

97.9％
（平成30年度）

97.4％
（令和元年度）

91.4%
（令和2年度）

○
［99.9］ ［100.0］ 150,000 155,257 ◎ 2,600 1,491 ▲

事業の有効性
の評価

指定管理者の持つノウハウを活用して市立図書館を運営することにより、積極的な情報発信を通じて市民の図書館利用が
促進されるとともに、様々な工夫をした企画の実施や蔵書の充実などにより、市民に充実した生涯学習環境を提供するこ
とができる。○

事業実施にあたり
工夫した点

夢広場はるひについては、指定管理者制度を導入していることにより、民間の柔軟なノウハウを生かした事業を経費の縮減を図りつつ充実したサービスの提
供ができた。また、新型コロナウイルス感染症の影響に伴う休館中も、幅広い世代の方にインターネット予約を便利に使っていただけるよう、ホームページ
に案内を追加する、電話でサポートするなどしたところ、利用方法が浸透し予約サービスの利用増加につながった。

Ⅱ 達成度指標の状況
事業の有効性

の評価

市立小学校6年生児童の代表者を広島平和記念式典へ派遣することにより、命の大切さ、平和の尊さを学ぶことができる。
また、平和を願う書道作品や折り鶴の作成により、市内すべての児童、生徒が平和の尊さについて学ぶことができるとと
もに、作品及びパネルを市立図書館に展示することで市民に平和を啓発することができる。

※達成状況については、目標値を上回る見込･･･◎、目標値を達成見込･･･○、目標値の達成が難しい見込･･･▲、現状値を把握していない･･･－としている。

達成度指標 基準値
後期計画
目標値

実績値 目標値の
達成見込 事業実施にあたり

工夫した点

新型コロナウイルス感染症の拡大防止の観点から、広島平和記念式典への派遣事業及び書道作品や折り鶴の作成事業が中
止となった。8月の平和月間に合わせ、ヒロシマ・ナガサキ原爆と人間のパネルを市立図書館に展示し、平和の啓発に努め
た。

平成30年度 令和元年度 令和2年度

－
夢広場はるひ費

137,333 145,812市民満足度調査における満足度 24.6％
（平成30年度）

↗
（令和5年度）

24.6％
（平成30年度）

－

事業の有効性
の評価

平和記念式を実施することにより、平和の尊さを再認識し、市民の平和意識の高揚を図ることができる。
■

■

■

生涯学習講座については、講座の終了後等にアンケートを実施し、市民ニーズの把握に努めているが、近年は趣味、教養 社会問
題、家庭など、市民の関心が多様化し、市民ニーズも多岐に渡っている。
令和元年度に蔵書点数が15万冊に到達した後、資料の受入と除籍を進めた結果、今年度末には15万5千冊を超えた。蔵書の刷新等に
より、貸出の利用は増加傾向にあるが、除架および除籍の労力が増えている実情を踏まえ、書棚や書庫の増設を含む蔵書計画の見直
しが必要になっている。
令和3年3月に「清須市生涯学習推進計画（中間見直し版）」を策定し、生涯学習等に関する取組を総合的・計画的に推進している。

事業実施にあたり
工夫した点

平和祈念式は、新型コロナウイルス感染症の拡大防止の観点から中止としたが、8月の平和月間には新型コロナウイルス感
染症の拡大防止対策を講じた上で、市内4箇所に記帳所を設置した。

平和学習推進費
1,223 0

広島平和記念式典への参加児童数
（人）

［99.5］ ［0.0］ 24 － －

1,593 1,750 1,629 905
平和祈念式開催費

743 103 平和祈念式の参列者数（人）

○施策を取り巻く状況（基本計画策定時からの変化など） ［90.4］ ［99.2］ 300 － －

○施策の関連データ
事業の有効性

の評価

市民のニーズを踏まえて、多種多様で質の高い生涯学習講座及びサタデーキッズクラブを開催することにより、市民に充
実した生涯学習環境を提供することができる。また、講座を通じて、地域づくりに貢献する人材の育成とともに、子ども
の郷土文化に対する理解等を深めることができる。図書館来館者数（人）※清須市調

べ

平成28年 平成29年 平成30年 令和元年 令和2年

177,540 189,379 194,403 180,434 98,279 事業実施にあたり
工夫した点

生涯学習講座及びサタデーキッズクラブの開催にあたっては、近隣市町及び民間の状況を鑑み、講座の内容を検討しながら事業費の縮減を図るとともに、講
座内容を市民のニーズに合わせるなど質の向上に努めた。新型コロナウイルス感染症の拡大防止の観点から、予定していた一部の講座は中止となり目標値を
下回ったが、講座再開後は換気やマスクの着用、手指消毒等の新型コロナウイルス感染症の拡大防止対策を行い生涯学習環境の提供に努めた。生涯学習講座の延べ参加者数

（人）※清須市調べ

平成28年 平成29年 平成30年 令和元年 令和2年

1,650

生涯学習推進費
1,353

令和2年度

1,057 生涯学習講座の講座数（講座）
サタデーキッズクラブの講座数（講
座）

Ⅰ 施策の関連データ・施策を取り巻く状況
［87.4］ ［84.9］ 25 19 ▲ 13 10 ▲

6 地域に根ざした図書館づくり

事業名

決算額（千円）

※達成状況については、目標値を上回る･･･◎、目標値を達成･･･○、目標値を下回る･･･▲としている。

活動指標① 活動指標②○令和3年度 事務事業評価実施事業（令和2年度対象）
［執行率（％）］

1 生涯学習推進費 3 平和学習推進費
令和元年度 R2目標値 R2実績値と達成状況 R2目標値 R2実績値と達成状況

2 平和祈念式開催費 4 夢広場はるひ費

3 生涯学習を担う地域人材の育成・活用

■
■

■

■
■

■
■

【生涯学習推進費】
清須キッズアートラボなど、10教室・12コースによるサタデーキッズクラブを開催した。また、19の生涯学習講座を開催した。
生涯学習講座やサタデーキッズクラブの申し込みについては、往復ハガキの申し込みに加え、インターネット申込を導入した。
【平和祈念式開催費】
新型コロナウイルス感染症の拡大防止対策を講じた上で、8月の平和月間に市内4か所に記帳所を設置した。
【平和学習推進費】
清須市立小学校児童平和推進派遣研修は、新型コロナウイルス感染症の拡大防止の観点から中止した。
平和月間に合わせ、市立図書館に原爆に関するパネルを展示した。
【夢広場はるひ費】
県教育委員会との連携による朝日遺跡のPR活動を実施した。
図書館主催のイベント数：12回
※新型コロナウイルス感染症の拡大防止の観点から一部事業について中止または規模を縮小した。

○施策の目指す姿
生涯学習に関する講座と情報発信が充実し、学びを通じて広く市民によろこびや生きがいがはぐくまれてい
ます。

○施策の展開
1 生涯学習講座の開催

2 サタデーキッズクラブの開催

4 平和学習の機会提供
Ⅳ 事務事業評価

5 公民館等の整備・管理

令 和 3 年 度 行 政 評 価 （ 令 和 2 年 度 対 象 ） シ ー ト

政策 6 豊かなこころとからだをはぐくむまちをつくる Ⅲ 令和2年度の主な取組結果
施策 601 生涯学習の充実 主担当課： 生涯学習課
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■ 特別展「原田治 展『かわいい』の発見」来館者が17,272人と例年同時期の数値と比較して特に多
い。SNSなどでのクチコミが広がり、来館者増につながった。

Ⅴ 施策の評価と今後の方向性

■

■

■

市民に優れた文化・芸術に触れる機会を提供するとともに、文化団体の育成などを通じて、文化活動の成果の発表機会
の充実を推進しているものの、文化団体は高齢化が進んでいることから、今後も各種イベントを通じて、若者・子ども
を含めた市民が身近に文化・芸術に触れる機会を積極的に提供していく。
全国公募の「はるひ絵画トリエンナーレ」は美術館の開館当初から開催している事業である。県内に数多ある美術館の
中で、はるひ美術館が評価されているのは、展覧会企画だけでなく、新進作家の発掘と育成という特徴的な理念を掲げ
ているためであり、また、トリエンナーレの実施により小規模館ながらも美術館の実績・知名度・収蔵作品の量と質を
確保してきた。しかし、トリエンナーレ開始当初から事業を取り巻く環境などが変化していることから、事業の内容等
について検討していく必要がある。
はるひ美術館は、建築後20年が経過しており、令和2年度に策定した「清須市公共施設個別施設計画」に沿って予防保全
型の維持管理を進めていく。

－ 絵画トリエンナーレの応募者数（人） 絵画トリエンナーレの応募点数（点）

美術館の来館者数 10,902人
（平成30年度）

17,000人
（令和6年度）

10,902人
（平成30年度）

10,767人
（令和元年度）

23,378人
（令和2年度）

○
［53.3］ ［98.1］ 700 370 ▲ 1,000 554 ▲

事業の有効性
の評価

絵画トリエンナーレを開催することにより、市民に優れた絵画を鑑賞する機会を提供することができる。

事業実施にあたり
工夫した点

より良い審査会にするため、審査方法の見直しを図った。また、新型コロナウイルス感染症対策として、作品を直接搬入
する応募者は予約制とし、作品搬入及び搬出時に応募者等が来館される際には検温や手指消毒を行う対策をした。

Ⅱ 達成度指標の状況
事業の有効性

の評価

指定管理者の持つノウハウを活用してはるひ美術館を運営することにより、積極的な情報発信を通じて市民の美術館利用
が促進されるとともに、魅力のある企画展の開催やそれに伴うイベントの実施などにより、市民が良質な芸術を鑑賞でき
る機会を提供することができる。

※達成状況については、目標値を上回る見込･･･◎、目標値を達成見込･･･○、目標値の達成が難しい見込･･･▲、現状値を把握していない･･･－としている。

達成度指標 基準値
後期計画
目標値

実績値 目標値の
達成見込 事業実施にあたり

工夫した点

夢広場はるひについて、一括して指定管理者制度を導入していることにより、民間の柔軟なノウハウを生かした事業を展
開することができるため、経費の縮減を図りつつ充実したサービスの提供ができた。また、新型コロナウイルス感染症の
拡大防止対策を行いながら、魅力ある展覧会企画や教育普及事業に努めた。

平成30年度 令和元年度 令和2年度

－ 絵画トリエンナーレ開
催費

385 7,569市民満足度調査における満足度 23.1％
（平成30年度）

↗
（令和5年度）

23.1％
（平成30年度）

－

事業の有効性
の評価

清須市の芸能文化の発展を積極的に展開する清須市文化協会の活動を支援することにより、市民の自主的な文化・芸術活
動を促進することができる。

■
■

■
■

■

市民が良質な文化・芸術を鑑賞できる機会を提供するため、「芸術劇場」を毎年開催している。
文化・芸術活動を行う各種団体においては、会員の高齢化が進行していることから、若い世代が文化・芸術にふれる機会づくりを積極的に行うことによ
り、文化・芸術活動を担う若い人材を育てる必要がある。
はるひ美術館では、地域に根ざした芸術活動の拠点として、魅力ある美術館づくりを進めるとともに、その魅力を積極的に発信する必要がある。
はるひ美術館では、全国公募の絵画展「はるひ絵画トリエンナーレ」を開催し、国内でも広く知られる絵画展となっているが、今後は継続の意義を含め、
内容や規模の検討を進めながら、はるひ美術館の特色を生かして文化・芸術活動の振興を図る必要がある。
はるひ美術館の収蔵庫の収納能力が限界になったため、引き続き有限なスペースを考え、慎重に収集作品の選定にあたるとともに、収納場所の整備につい
ても検討していく必要がある。また、施設・設備においても経年劣化がみられるため、外壁改修工事、空調更新工事、電機設備補修工事などを計画的に実
施していく必要がある。

事業実施にあたり
工夫した点

清須市文化協会の各種活動に係る事業費に対して、補助金交付要綱に基づいて、適正に補助を行った。

夢広場はるひ費
137,333 145,812 美術館の収蔵点数（点） 展覧会の開催回数（回）

［99.9］ ［100.0］ 232 229 ▲ 6 5 ▲

491 506 637 370
文化協会補助金

2,877 2,751 文化協会の会員数（人） 文化協会の加盟クラブ数（団体）

○施策を取り巻く状況（基本計画策定時からの変化など） ［100.0］ ［100.0］ 1,310 1,310 ○ 93 88 ▲

○施策の関連データ
事業の有効性

の評価
芸術劇場や芸能発表会、文化展、納涼盆踊りなど、市民に優れた文化・芸術鑑賞の機会を提供するとともに、各種市民団
体の発表の場づくりを行うことにより、市民の文化・芸術活動の振興を図ることができる。

美術館来館者数（人）※清須市調
べ

平成28年 平成29年 平成30年 令和元年 令和2年

15,371 14,264 10,902 10,767 23,378 事業実施にあたり
工夫した点

新型コロナウイルス感染症の拡大防止の観点から、予定していた事業が中止となった。
トリエンナーレ応募者数（人）※
清須市調べ

平成28年 平成29年 平成30年 令和元年 令和2年

390

文化活動費

令和2年度

4,980 70 芸術劇場の観覧者数（人） 芸能発表会の観覧者数（人）

Ⅰ 施策の関連データ・施策を取り巻く状況
［96.3］ ［53.0］ 300 － － －600 －

事業名

決算額（千円）

※達成状況については、目標値を上回る･･･◎、目標値を達成･･･○、目標値を下回る･･･▲としている。

活動指標① 活動指標②○令和3年度 事務事業評価実施事業（令和2年度対象）
［執行率（％）］

1 文化活動費 3 夢広場はるひ費
令和元年度 R2目標値 R2実績値と達成状況 R2目標値 R2実績値と達成状況

2 文化協会補助金 4 絵画トリエンナーレ開催費

3 文化・芸術活動を行う団体への支援

■

■

■

■

【文化活動費】
清須市文化協会との協力により例年実施する、納涼盆踊り、カラオケ発表会、文化展、芸能発表会、囲碁・将棋大会については新型コ
ロナウイルス感染症の拡大防止の観点から中止した。
芸術劇場「きよす寄席」（あいち朝日遺跡ミュージアム開館イベントの一環）の開催を予定していたが、新型コロナウイルス感染症の
拡大防止の観点から中止した。
【文化協会補助金】
広報紙「文協だより」を年1回発行、愛知県文化協会連合会諸行事に協賛した。
【夢広場はるひ費】
はるひ美術館で特別展・企画展等を開催した。
企画展「清須ゆかりの作家 富永敏博展 自分の世界、あなたの世界」、特別展「原田治 展『かわいい』の発見」など

○施策の目指す姿

文化や芸術にふれる機会が充実し、市民が生活の潤いや心の豊かさを実感できています。

○施策の展開
1 芸術劇場等の開催

2 地域の歴史・文化の啓発

4 魅力ある美術館づくり
Ⅳ 事務事業評価

5 絵画トリエンナーレの開催

令 和 3 年 度 行 政 評 価 （ 令 和 2 年 度 対 象 ） シ ー ト

政策 6 豊かなこころとからだをはぐくむまちをつくる Ⅲ 令和2年度の主な取組結果
施策 602 文化・芸術活動の振興 主担当課： 生涯学習課



後期計画期間の
達成状況の分析

■

■

■

歴史資料展示室について、令和2年度は3つの企画展開催を予定していたが、2ヶ月の閉館期間を受けて、会期等
を見直し2つの企画展を開催した。
全体を通してみると来場者数は減少した。これは、新型コロナウイルス感染症の拡大防止の観点から、2ヶ月閉
館となったことや、それらに伴う図書館の入館者数の減少が大きく影響したと考えられる。
新型コロナウイルス感染症の状況を見ながらではあるが、目標値を達成することができるよう、今後も継続し
て市所有の文化財などを活用し、郷土の歴史・文化にちなんだ魅力ある企画展を開催していく。

Ⅴ 施策の評価と今後の方向性

■

■

■

文化財講演会・講座ともに受講者に大変好評だったことから、引き続き県文化財室など他機関と連携して文化財講演
会・講座を開催し、郷土の歴史・文化の発信や郷土愛の高揚を図る。
今後も資料の適切な保全を図るとともに、市民に郷土の歴史・文化に触れる機会を提供するため、歴史資料展示室で企
画展を開催する。
令和2年度にオープンしたあいち朝日遺跡ミュージアムについて、地元として県と一体となって盛り上げるため、県文化
財室と連携し、ミュージアムを会場として文化財講演会の実施や市立図書館で関連書籍の展示・朝日遺跡パネル展示を
実施し朝日遺跡の紹介やミュージアムの周知を行った。今後も文化財講座や講演会等を活用し、県と連携して朝日遺跡
やあいち朝日遺跡ミュージアムの積極的な周知を図る。

－

歴史資料展示室の来場者数 15,772人
（平成30年度）

20,000人
（令和6年度）

15,772人
（平成30年度）

12,425人
（令和元年度）

5,835人
（令和2年度）

○

Ⅱ 達成度指標の状況
事業の有効性

の評価

指定文化財の修理、管理、公開、保存施設整備に係る費用に対して補助金を交付することにより、指定文化財を適切な状
況で維持することが可能となり、貴重な文化資源の保存・継承が図られ、市の歴史・文化を市内外に発信することができ
る。

※達成状況については、目標値を上回る見込･･･◎、目標値を達成見込･･･○、目標値の達成が難しい見込･･･▲、現状値を把握していない･･･－としている。

達成度指標 基準値
後期計画
目標値

実績値 目標値の
達成見込 事業実施にあたり

工夫した点

文化財所有者に随時助言・指導を行いながら、補助金交付要綱に基づいて、適正に補助を行った。修理補助に関しては、事前に修理計画書の提出
を受けることにより、計画的な修繕に努めた。なお、修理件数は、所有者の修理計画、指定文化財の保存状況によって申請されるものであり、管
理補助金は民間所有指定文化財の所有者から市施設への寄託等による辞退もあるため、目標値を下回った。

平成30年度 令和元年度 令和2年度

－市民満足度調査における満足度 23.7％
（平成30年度）

↗
（令和5年度）

23.7％
（平成30年度）

－

事業の有効性
の評価

燻蒸の実施など、適切な保存を行うことにより、歴史資料の劣化を防止することができる。また、歴史資料展示室におい
て企画展を開催し、市民が歴史資料にふれる機会を提供することにより、市民の文化財に対する関心を高め、地域の歴
史・文化の継承につなげることができる。

■

■
■
■

■

毎年開催している文化財講座や文化財講演会においては、一定の参加者があり、地域の文化財や歴史・文化資源に対す
る関心は高い状況にある。
図書館内の歴史資料展示室では、多様な企画展示により、市民が文化財にふれる機会を提供している。
高齢化の進行などにより、山車をはじめとする文化財を後世に継承する担い手が不足している。
県は、朝日遺跡の価値・魅力の発信や文化活動、地域連携の拠点とするため、平成28年3月に「愛知県清洲貝殻山貝塚
資料館拡充整備基本構想」を策定し、令和2年11月にあいち朝日遺跡ミュージアムをオープンした。
市指定文化財は29件となっている。

事業実施にあたり
工夫した点

寄贈され市所有となった文化財資料などを活用して展示を行うなど、効率的な事業実施に努めた。新型コロナウイルス感
染症の拡大防止の観点から2ヶ月閉館となり、企画展の開催日数は目標値を下回った。

指定文化財補助金
15,132 5,405

指定文化財の修理に対する補助件数
（件）

指定文化財の管理に対する補助件数
（件）

［97.5］ ［89.3］ 6 4 ▲ 18 13 ▲

67 40 69 30
歴史資料展示室費

1,526 1,302 企画展の開催日数（日）

○施策を取り巻く状況（基本計画策定時からの変化など） ［99.5］ ［86.7］ 260 232 ▲

○施策の関連データ
事業の有効性

の評価
市内全域に存在する様々な文化財を保護するとともに、文化財講座などの啓発事業を実施することにより、市民が郷土の
文化財の素晴らしさを再認識し、地域の歴史や文化に対する理解や文化財保護の意識を高めることができる。

歴史資料展示室来場者数（人）※
清須市調べ

平成28年 平成29年 平成30年 令和元年 令和2年

15,914 16,300 15,772 12,425 5,835 事業実施にあたり
工夫した点

文化財講座や講演会の講師については、県文化財室や県埋蔵文化財センターなどの関係機関と連携するなど、効率的な事
業実施に努めた。なお新型コロナウイルス感染症の拡大防止の観点から、文化財講座が1回中止、文化財講演会は会場定員
の半分の参加者数となっている。文化財講演会の参加者数（人）※

清須市調べ

平成28年 平成29年 平成30年 令和元年 令和2年

44

文化財保護事業費
420

令和2年度

216 文化財講座の開催回数（回） 文化財講演会の参加者数（人）

Ⅰ 施策の関連データ・施策を取り巻く状況
［94.7］ ［86.0］ 4 3 ▲ 150 30 ▲

事業名

決算額（千円）

※達成状況については、目標値を上回る･･･◎、目標値を達成･･･○、目標値を下回る･･･▲としている。

活動指標① 活動指標②○令和3年度 事務事業評価実施事業（令和2年度対象）
［執行率（％）］

1 文化財保護事業費 3 指定文化財補助金
令和元年度 R2目標値 R2実績値と達成状況 R2目標値 R2実績値と達成状況

2 歴史資料展示室費

3 歴史資料の公開・展示

■
■

■

■

【文化財保護事業費】
あいち朝日遺跡ミュージアムで文化財講演会「朝日遺跡―あいち朝日遺跡ミュージアム開館への道のり―」を開催した。
文化財講座を開催した（全3回、参加者延べ90人）。6月開催分は、新型コロナウイルス感染症の拡大防止の観点から中止した。
【歴史資料展示室費】
歴史資料展示室で「地図や写真で見る清須の昔－残された記録から－」、「アナログの世界－なつかしい道具あれこれ－」の年間2回
の企画展を開催した。新型コロナウイルス感染症の拡大防止の観点から2ヶ月間休室したことにより「むかし戦争があった」を令和3年
度へ延期した。
【指定文化財補助金】
市指定文化財に対して、問屋町頼朝車など、修理4件、管理13件を対象として補助を実施した。

○施策の目指す姿

市内に存在する文化財の保存と活用が適切に行われ、地域の歴史・文化が継承・発信されています。

○施策の展開
1 文化財の適切な保護

2 文化財保護の啓発

4 指定文化財の修理等への支援
Ⅳ 事務事業評価

5 あいち朝日遺跡ミュージアムとの連携

令 和 3 年 度 行 政 評 価 （ 令 和 2 年 度 対 象 ） シ ー ト

政策 6 豊かなこころとからだをはぐくむまちをつくる Ⅲ 令和2年度の主な取組結果
施策 603 文化財保護の推進 主担当課： 生涯学習課



3

■

■

■

■

【清須ウオーク費】
清須ウオークを桜の開花状況を観て、今年度より3月に開催した。
【清洲勤労福祉会館費】
エレベーター、受水槽、流水ポンプ、シーケンサー、高圧負荷開閉器等の取替工事を実施した。
【新川地域文化広場費】
ろ過装置、プール搬入路のシャッターの取替、街路灯の補修、プール内塗装工事などを実施した。
【その他】
きよすスポーツクラブの会員募集、教室の開催等における支援した。
※ 新型コロナウイルス感染症の拡大防止の観点から一部事業を中止した

○施策の目指す姿

スポーツ・レクリエーションの普及と振興を通じて、健康で豊かな市民生活がはぐくまれています。

○施策の展開
1 スポーツの普及に向けた取組の推進

2 市民体育祭等の開催

清須ウオークの実施

令 和 3 年 度 行 政 評 価 （ 令 和 2 年 度 対 象 ） シ ー ト

政策 6 豊かなこころとからだをはぐくむまちをつくる Ⅲ 令和2年度の主な取組結果
施策 604 スポーツ・レクリエーション活動の振興 主担当課： スポーツ課

Ⅳ 事務事業評価
5 総合型地域スポーツクラブへの支援

※達成状況については、目標値を上回る･･･◎、目標値を達成･･･○、目標値を下回る･･･▲としている。

活動指標① 活動指標②○令和3年度 事務事業評価実施事業（令和2年度対象）
［執行率（％）］

1 清須ウオーク費 3 清洲勤労福祉会館費
R2目標値 R2実績値と達成状況 R2目標値 R2実績値と達成状況

4 スポーツ活動を行う団体への支援

6 スポーツ・レクリエーション施設の管理・運営

清須ウオーク費
5,187 947 清須ウオークの開催回数（回） 清須ウオークへの協力団体数（団体）

Ⅰ 施策の関連データ・施策を取り巻く状況
［88.3］ ［49.2］ 2 1

2 体育協会補助金

6 ▲▲ 9

令和元年度 令和2年度

事業名

決算額（千円）

4 新川地域文化広場費

○施策の関連データ
事業の有効性

の評価

清須ウオークは、市のイベントとして定着しつつ、その認知度を活かして、市の魅力を市内外の全年齢層の方に知っても
らうことができ、さらに健康増進のためにウォーキングの機会を提供することができる。また、スポーツの普及・振興に
つなげることができる。アルコ清洲利用者数（人）

※清須市調べ

平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度

300,863 297,121 294,686 296,867 100,119

95,673 51,730
体育協会補助金

6,107 5,921101,654 100,443 体育協会の会員数（人） 体育協会の主催大会数（大会）

○施策を取り巻く状況（基本計画策定時からの変化など） ［100.0］ ［100.0］ 2,277 2,113 ▲

カルチバ新川利用者数（人）
※清須市調べ

平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度

97,114

令和2年度

23 16 ▲

事業実施にあたり
工夫した点

事業実施にあたり
工夫した点

新型コロナウイルス感染症の拡大防止対策も含め各種活動に係る事業費に対し、適正な運営支援を行った。

清洲勤労福祉会館費
140,241 238,346 アルコ清洲の利用者数（人） 指定管理者が行う自主事業数（事業）

［98.0］ ［96.8］ 300,000

協力団体の人材を運営スタッフとして登用し、コース内の要所に配置をした。また、新型コロナウイルス感染症の拡大防
止対策に加え、清須市の魅力発信の観点と東海豪雨から20年が経過したことを考慮し、排水機場の施設見学をコースに含
めたことで、効果的な事業実施ができた。

事業の有効性
の評価

スポーツの普及・振興活動や健康で豊かな市民生活を展開している清須市体育協会の運営支援を行うことにより、スポー
ツを通して快適で魅力あるまちづくりに寄与することができる。

■

■

■

清須ウオーク、市民体育祭、市民ソフトボール大会、体育協会主催の市民大会などの各種スポーツ事業を展開し、ス
ポーツを通じた市民交流を図る機会を提供している。
市民の自主的なスポーツ活動の促進及びスポーツを楽しむことができる環境づくりの推進にあたっては、総合型地域ス
ポーツクラブ「きよすスポーツクラブ」が大きな役割をはたしており、財政面や運営面の支援をしている。
アルコ清洲、カルチバ新川及び春日Ｂ＆Ｇ体育館などの体育施設は、老朽化が進んでいるため、順次適正な改修・大規
模な修繕を行っている。

目標値の
達成見込 事業実施にあたり

工夫した点

指定管理者が有するノウハウを十分に活用して施設管理を行うことによりコストの削減を図り、施設再開の6月からは通常
時の入場制限や繁忙期の市民限定利用など、新型コロナウイルス感染症の拡大防止対策をすることで、市民に対するサー
ビス向上を図ることができた。

平成30年度 令和元年度 令和2年度

－
新川地域文化広場費

113,161 148,106－

Ⅱ 達成度指標の状況
事業の有効性

の評価

100,119 ▲ 70 60 ▲

本市で最も利用者の多いスポーツ施設であるアルコ清洲の温水プールについて、指定管理者制度を活用して様々な自主事
業を実施することにより、市民の健康増進・体力向上に寄与するとともに、市民の交流を促進することができる。※達成状況については、目標値を上回る見込･･･◎、目標値を達成見込･･･○、目標値の達成が難しい見込･･･▲、現状値を把握していない･･･－としている。

達成度指標 基準値
後期計画
目標値

実績値

20.0％
（平成30年度）

－ － －
［99.1］

市民満足度調査における満足度 26.3％
（平成30年度）

↗
（令和5年度）

26.3％
（平成30年度）

－

週1回以上スポーツ・レクリエーション
活動を行っている市民の割合

20.0％
（平成30年度）

↗
（令和5年度）

総合型地域スポーツクラブの会員数 361人
（平成30年度末）

500人以上
（令和6年度末）

361人
（平成30年度末）

292人
（令和元年度末）

■

■

■

清須ウオークが市のイベントとして定着する中、令和3年3月は新型コロナウイルス感染症の拡大防止対策を講じなが
ら、あいち朝日遺跡ミュージアムや排水機ポンプ場の施設見学もコース設定した結果、新型コロナウイルス感染症の影
響下でも多数の方が参加した。今後も市民団体との協働などにより変化に富んだイベントを企画・検討していく。
総合型地域スポーツクラブ「きよすスポーツクラブ」は、子供から高齢者まで気軽にスポーツのできる環境づくりの役
割を担っており、今後もスポーツの裾野を広げるため、若年層の会員確保に努めるとともに、クラブが財政面・運営面
において自立できるように支援をしつつ、財源状況に見合った助成を検討していく。
アルコ清洲・カルチバ新川については、指定管理者制度により民間経営の発想やノウハウを活かした市民サービスの向
上を図ることができている。しかし、社会体育施設は、建物・設備の老朽化が進んでいるため、計画的に改修・修繕を
進める。

▲

事業実施にあたり
工夫した点

指定管理者が有するノウハウを十分に活用して施設管理を行うことによりコストの削減を図り、施設再開の6月からは入場
制限などの新型コロナウイルス感染症の拡大防止対策をすることで、市民に対するサービス向上を図ることができた。

211人
（令和2年度末）

23 9

カルチバ新川の利用者数（人） 指定管理者が行う自主事業数（事業）

▲

事業の有効性
の評価

温水プールやアスレチックジムなどを有する体育施設であるカルチバ新川について、指定管理者制度を活用して様々な自
主事業を実施することにより、市民の健康増進・体力向上に寄与するとともに、市民の交流を促進することができる。

［98.7］ 100,000 51,730 ▲

Ⅴ 施策の評価と今後の方向性

後期計画期間の
達成状況の分析

■ 総合型地域スポーツクラブ「きよすスポーツクラブ」の会員数は、平成29年度から年々減少傾向に
あり、加えて新型コロナウイルス感染症の拡大に伴う緊急事態宣言の発出等の影響によりさらに加
速した。また、会員の高齢化が進んでいることから、今後は若年層や子育て世代をターゲットにし
て、新規入会者を増やす取り組みを進めていく。



後期計画期間の
達成状況の分析

■

■
■
■

令和2年度の市国際交流協会のイベント等の活動に関しては、新型コロナウイルス感染症の拡大防止の観点から、語学教室・日本語
ひろば以外は中止となった。
令和2年度、多文化共生検討会議を開催し、他団体の情報を取りまとめ、関係各課に働きかけた。
新型コロナウイルスに関する外国人への情報を関係各課に提供した。
窓口に来庁される通訳が必要な外国人住民が増加したため、国際交流員が積極的に対応した。

Ⅴ 施策の評価と今後の方向性

■

■

■

■

友好姉妹都市提携を結ぶスペイン・へレス市に関連して、スペインの生活や文化を紹介するなど、引き続き幅広い年齢層が国際理解に
対する関心を高めることができるような魅力ある事業の実施に努める。また、市立小学校、保育園・幼稚園で行う国際理解授業などで
は、幼い頃から国際感覚を養う環境を整える。
市が実施する講座などの国際交流事業については、引き続き広報紙やホームページを通じて周知を図るとともに、認知度の向上に向け
て、より効果的な周知方法を検討する。
市民間での国際交流活動において中心的な役割を担う清須市国際交流協会については、その活動が活性化されるよう、引き続き連携を
図りながら支援を行う。
社会経済情勢の変化などに伴って、今後も在住外国人が増加し続けることを見据えて、外国人住民に対する日常生活のサポート体制の
充実や情報提供手段の拡充など、多文化共生社会の実現に向けた取組を実施していく。

－

市や市国際交流協会が実施する国際交流に関す
る講座・イベント等を知っている市民の割合

24.7％
（平成30年度）

↗
（令和5年度）

24.7％
（平成30年度）

－ － －

Ⅱ 達成度指標の状況
※達成状況については、目標値を上回る見込･･･◎、目標値を達成見込･･･○、目標値の達成が難しい見込･･･▲、現状値を把握していない･･･－としている。

達成度指標 基準値
後期計画
目標値

実績値 目標値の
達成見込平成30年度 令和元年度 令和2年度

－市民満足度調査における満足度 15.8％
（平成30年度）

↗
（令和5年度）

15.8％
（平成30年度）

－

事業の有効性
の評価

様々な国際交流事業を実施する清須市国際交流協会の活動を支援することにより、市民参加による国際交流の進展を図る
ことができる。

■
■

■

■

訪日外国人旅行者や外国人労働者が増加する中、国際理解の一層の促進が求められている。
本市は、スペイン・へレス市と友好姉妹都市提携を結んでいることから、スペイン人の国際交流員によるスペインの生活・文化の紹介やスペ
イン語講座、市立小学校及び保育園・幼稚園における国際理解授業などを通じて、国際理解の啓発に取り組んでいる。
また、国際交流活動を積極的に展開する清須市国際交流協会では、市と連携して、各種講座や外国語教室、外国人を対象とした日本語教室
（日本語ひろば）などを開催することで、市民参加による国際交流の進展を図っている。
清須市における在住外国人数は、近年、一貫して増加しており、平成31年4月の改正出入国管理法の施行などに伴って、今後もその傾向が続
くことが予想されるため、生活や言語支援の体制の整備・拡充や、国籍に関わらず市民としての基本的サービスを受けることができる環境づ
くりなどについても、より推進していく必要がある。

事業実施にあたり
工夫した点

清須市国際交流協会の各種活動に係る事業費に対して、補助金交付要綱に基づいて、適正に補助を行った。

330 364 － －
国際交流協会補助金

400 400 国際交流協会の個人会員数（人）
国際交流協会が主催する講座等の事業
数（事業）

○施策を取り巻く状況（基本計画策定時からの変化など） ［100.0］ ［100.0］ 290 221 ▲ 7 4 ▲

○施策の関連データ
事業の有効性

の評価
友好姉妹都市提携を結ぶスペイン・ヘレス市に関連した講座や、小学生、保育園及び幼稚園児を対象とした国際理解授業
の実施などにより、幅広い年齢層の市民の国際理解に対する関心を高めることができる。

在住外国人数（人）※清須市調べ
〈各年4月1日〉

平成29年 平成30年 令和元年 令和2年 令和3年

1,581 1,657 1,695 1,852 1,800 事業実施にあたり
工夫した点

市内の小学校及び幼稚園を訪問して国際理解授業を実施することにより、子どもの国際理解に対する関心を深めることが
できた。新型コロナウイルス感染症の拡大防止対策のため授業内容を接触や飛沫のないように見直しを行った。

インターナショナルパーティー参
加者数（人）※清須市調べ

平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度

330

国際交流費
54

令和2年度

70
学校等における国際理解授業の実施回
数（回）

友好姉妹都市提携に基づくスペイン関
連事業の参加者数（人）

Ⅰ 施策の関連データ・施策を取り巻く状況
［89.9］ ［69.9］ 95 20 ▲ 60 72 ◎

事業名

決算額（千円）

※達成状況については、目標値を上回る･･･◎、目標値を達成･･･○、目標値を下回る･･･▲としている。

活動指標① 活動指標②○令和3年度 事務事業評価実施事業（令和2年度対象）
［執行率（％）］

1 国際交流費
令和元年度 R1目標値 R1実績値と達成状況 R1目標値 R1実績値と達成状況

2 国際交流協会補助金

3 国際交流活動を行う団体への支援

■

■
■

【国際交流費】
国際交流員によるスペイン語入門、国際理解）及び市立小学校・幼稚園における国際理解授業などを実施した。
【国際交流協会補助金】
清須市国際交流協会の活動に対する支援及び補助を実施した。
国際交流協会が実施した主な事業：食文化講座、国際理解講座、外国料理教室、外国の遊びと日本文化体験、外国語教
室（英会話・スペイン語）、日本語ひろばの開催、ユニセフコインの募金活動など。
※ 新型コロナウイルス感染症の拡大防止の観点から一部事業を中止した。

○施策の目指す姿
市民参加による国際交流が進展し、子どもから高齢者まで幅広い年齢層において国際理解に対する関心が高
まっています。

○施策の展開
1 国際交流に関するイベントの開催

2 国際理解の啓発

Ⅳ 事務事業評価

令 和 3 年 度 行 政 評 価 （ 令 和 2 年 度 対 象 ） シ ー ト

政策 6 豊かなこころとからだをはぐくむまちをつくる Ⅲ 令和2年度の主な取組結果
施策 605 国際交流の振興 主担当課： 生涯学習課



後期計画期間の
達成状況の分析

■

■

男女共同参画社会の実現に向けては、学識経験者・関係団体・市民代表者等と男女共同参画推進懇
話会を年2回実施し、その内容を踏まえて市民への啓発を行っている。また、男女共同計画の考え方
を市民に周知する男女共同参画講演会の開催など、男女共同参画に係る市民の意識を高めるための
取組を引き続き進めていく。
市の委員会・附属機関等における女性委員の割合は、男女共同参画の必要性について周知ができた
ため、目標値の30％以上に保つことができた。

Ⅴ 施策の評価と今後の方向性

■

■

■

男女が互いにその人権を尊重しつつ責任も分かち合い、性別に関わりなく、その個性と能力を十分に発揮することがで
きる社会の実現に向けて、様々な機会を通じて市民の男女共同参画に対する意識の向上を図るため、今後も現在の事業
を継続して行っていく。
国の施策の方向性の中でも女性活躍についての施策が積極的に進められており、男女共同参画社会の実現に向けた取組
の重要性が高まっている中で、様々な活動において女性の登用を高めるなど、市としても引き続き男女共同参画懇話会
における議論の内容を踏まえて、施策の目指す姿の実現に向けた取組を進める。
現在の男女共同参画プラン（中間見直し版）が令和3年度に計画期間の満了を迎えることから、策定委員会を立ち上げ、
意見等を聴取するとともに、現在のプランに基づく事業の評価・分析や市民を対象としたアンケート調査の結果等を踏
まえながら、第2次男女共同参画プランを検討・策定していく。

市の委員会・附属機関等における女性
委員の割合

33.9％
（平成31年4月1日）

↗
（令和7年4月1日）

33.9％
（平成31年4月1日）

34.6％
（令和2年4月1日）

32.2%
（令和3年4月1日）

－

社会全体で男女が平等であると思う市
民の割合

22.5％
（平成30年度）

↗
（令和5年度）

22.5％
（平成30年度）

－ － －

Ⅱ 達成度指標の状況
※達成状況については、目標値を上回る見込･･･◎、目標値を達成見込･･･○、目標値の達成が難しい見込･･･▲、現状値を把握していない･･･－としている。

達成度指標 基準値
後期計画
目標値

実績値 目標値の
達成見込平成30年度 令和元年度 令和2年度

－市民満足度調査における満足度 13.8％
（平成30年度）

↗
（令和5年度）

13.8％
（平成30年度）

－

事業の有効性
の評価

文化教養を高めるとともに、社会奉仕の意識向上を積極的に展開する女性の会の活動を支援、協力することにより、女性
の幅広い視野と社会参加の意識を高めることができる。また、生涯学習を通じて生きがいのある心豊かな生活を育むこと
に寄与することができる。

■

■

■

社会環境が大きく変化する中、多様性に富んだ活力ある社会を形成していくためには、男女共同参画社会の実現が重要
となっている。女性が活躍できる社会、男性が家事に入り込める社会、人権を尊重し合える社会などを実現するために
更なる啓発に取り組む必要がある。
男女共同参画推進懇話会において、職員や委員会の女性登用率やワークライフバランスを数値化し、現状を把握してい
る。また、各課の取組状況においても現状把握をしている。
男女共同参画社会の実現に向けて、広く市民に啓発をするため、強化月間に併せて講演会を実施している。また、講演
会場のロビーでは、男女共同参画についての理解を推進するための啓発パネルを掲示している。

事業実施にあたり
工夫した点

清須市女性の会の各種活動に係る事業費に対して、補助金交付要綱に基づいて、適正に補助を行った。

31.3 33.9 34.6 32.2
女性の会補助金

1,679 1,645 女性の会の会員数（人）
女性の会が主催する講座等の事業数
（事業）

○施策を取り巻く状況（基本計画策定時からの変化など） ［100.0］ ［100.0］ 715 615 ▲ 7 5 ▲

○施策の関連データ
事業の有効性

の評価

男女共同参画社会の実現に向けて、男女共同参画講演会の実施などによる啓発を図ることにより、市民の認識を深めるこ
とができる。また、男女共同参画推進懇話会を開催することにより、今後の事業展開について、有識者等からの意見を踏
まえた改善を図ることができる。男女共同参画講演会の参加者数

（人）※清須市調べ

平成28年 平成29年 平成30年 令和元年 令和2年

292 370 147 184 ― 事業実施にあたり
工夫した点

新型コロナウイルス感染症の拡大防止の観点から、予定していた講演会が中止となった。年2回行われる男女共同参画推進
懇話会については、新型コロナウイルス感染症の拡大防止の観点から書面会議となった。市の委員会・附属機関等における

女性委員の割合（％）※清須市調
べ〈各年4月1日〉

平成29年 平成30年 平成31年 令和2年 令和3年

30.2

男女共同参画社会推進
費

266

令和2年度

118 男女共同参画講演会の参加者数（人）
男女共同参画推進懇話会の開催回数
（回）

Ⅰ 施策の関連データ・施策を取り巻く状況
［78.2］ ［35.8］ 350 ― － 2 2 ○

6 女性の社会参加等を推進する団体への支援

事業名

決算額（千円）

※達成状況については、目標値を上回る･･･◎、目標値を達成･･･○、目標値を下回る･･･▲としている。

活動指標① 活動指標②○令和3年度 事務事業評価実施事業（令和2年度対象）
［執行率（％）］

1 男女共同参画社会推進費
令和元年度 R2目標値 R2実績値と達成状況 R2目標値 R2実績値と達成状況

2 女性の会補助金

3 相談支援体制の充実

■

■

■

【男女共同参画社会推進費】
男女共同参画推進懇話会を2回開催し、人事異動に伴う女性管理職の登用率と職員のワークライフバランス、市委員会等
の女性登用率や各課の取組状況などを洗い出し、男女共同参画の今後の進め方などを協議した。
清洲市民センターにおいて、男女共同参画講演会の開催を予定していたが、新型コロナウイルス感染症の拡大防止の観
点から中止した。
【女性の会補助金】
清須市女性の会の活動として、女性の文化教養を高めるための事業や、社会の福祉に貢献する事業に対する協力、各種
ボランティア活動、結婚相談所の開設、健康教室などを実施した。

○施策の目指す姿
男女共同参画社会の重要性について市民一人ひとりの理解が深まり、社会のあらゆる分野において男女が互
いに理解し、個人としての個性と能力を発揮できる環境が整っています。

○施策の展開
1 男女共同参画社会の啓発

2 男女共同参画推進懇話会の開催

4 委員会・附属機関等への女性の登用促進
Ⅳ 事務事業評価

5 特定事業主行動計画の推進

令 和 3 年 度 行 政 評 価 （ 令 和 2 年 度 対 象 ） シ ー ト

政策 6 豊かなこころとからだをはぐくむまちをつくる Ⅲ 令和2年度の主な取組結果
施策 606 男女共同参画社会の推進 主担当課： 生涯学習課




